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<姶良市立重富小学校 4年生の茶摘み体験の様子>
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米

「あ

2014年 2月 13日 に、日本穀物検定協会の 2013年 産米「食味ランキング」が発表され、学
校給食用米にも使われている県北産「あきほなみ」が鹿児島県産米としては初の最高評価「特A」 を

獲得しました。同協会によると、あきほなみは味や外観、香りに優れ、硬さ、粘りのバランスが良かっ

たと評価されました。

そこで今号では、この機会を踏まえ、県北であきほなみを栽培されている農家の方々にお話を伺い

ましたので、ご紹介いたします。

「きれいな水が、美味しいお米を」

大隅町須田木  新留  昇 さん

稲作農家としては親の代から続いており、同時に畜産も行なっています。

あきほなみは、2010年 に品種登録されたときから栽培しており、今年で4年ほどになります。また、
ヒノヒカリと比べ収穫量が多く、藁もたくさんとれます。そのほかにあきほなみの特徴として、田植

えの時期はヒノヒカリと同じですが、収穫時期が 10日前後遅くなることがあげられますが、大規模
な稲作を行っていると、収穫作業を効率よく行うことができるため助かっています。また、藁がたく
さんとれると、家畜の飼料用としても役立てられ畜産との相性も良いです。

現在、あきほなみとヒノヒカリを同じくらい生産していますが、ヒノヒカリと比べあきほなみは、

虫に弱く、気を遣って育てなければならない面もあります。

また、曽於の山の中であきほなみを栽培すると、水が冷たく、またきれいであることから食べた人

からは「おいしい」という言葉を度々言ってもらっています。あきほなみが学校給食用米として使用

されているということで、今後も安心、安全でおいしいお米を作っていきたいと思います。

「美味しくて安心できる学校給食に」

さつま町時吉  市回 庄一 さん

私は、 トマトの生産と稲作を行っています。全体の割合として、 9割程度がトマトですが、お米も
生産しています。あきほなみは、ヒノヒカリと比べ、穂をたくさんつけ、量が多く取れるという特徴
があります。しかし、あきほなみは、近隣の農家で虫の被害が大きく出たことがあり、育てていると

ころは少ないのですが、私は育て始めてから今年で3年ほどになります。私の育て方と地域の特性が

3ミ伝皇窒?を辱慣詈学系l｀ a響宿雲家嫁巨≧雀霧泰Й、茫律島泉写尻ぞ言塚え法甚重縫意鴫導手慣寒
す。

あきほなみが鹿児島県の学校給食のほとんどを占めているということですが、私にも小学校に通う

子どもたちがおります。子どもたちには、日頃からお米をたくさん食べて、たくさん遊び、丈夫な体

を作りなさいと言っています。今後も鹿児島県の子どもたちのためにも、安全でおいしいお米を作っ

ていきたいと思います。
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給食のひろ

曽於市立末吉小学校
校長 稲田 明弘

給食委員会の係の児童が、毎日献立と栄養素を掲

示してくれます。そして、それを食い入るように見

ている児童、楽しそうに献立を言つている児童の姿

をよく見かけます。また、年に 1固好きなメニュー

ランキング調査も行い、全校朝会で発表します。自

分が投票したメニューがランキング入りすると会場

から歓声が上がります。そして、発表に使つた資料

|よ廊下に掲示されるので、それを見ながら友達と話

している様子もよく見うけられます。

このように、給食委員会がしつかり取り組んでく

れることで給Ωへの学校全体の意識が高まつていま

すし、委員会の児童の責任感 。自己有用感も高まつ

ています。私の小学校時代も給食委員会の人が書い

てくれる給食の献立 |よ、とても興味のあるものでし

た。今も変わらないと少し嬉しくなります。

鹿児島市立和田小学校

教諭 鬼塚 めぐみ
「これ、おいしい。」

子どもたちが、給食を国に入れた途端に出てくる

この言葉を聞くと、私も嬉しくなります。「家で|よ

白菜|よ食べられないけど、給食の白菜|よ食べられた

よ。」こんな言葉も間くことができました。嬉しいか

ぎりです。

不□田小学校に来て十年になる私ですが、年々食に

対するみんなの意識が高まつてきているように思い

ます。昨年十よ、残食ゼロの日もありました。栄養教

諭がおいししヽ献立を考え、技師さんが一生懸命調理

され、担任が個人に合つた量を調節しながら配膳し、

学校長を|よじめ専科の教諭も給0指導を見守つてい
ます。そして、子どもたち|よ「おいしい、おいししヽ。」
と言つて食べてくれます。このように見事な「給p
の連携プレー」ができているのが、和田小学校です。

いつもおいしい給食に感謝しています。

いちき串木彎市立学校給食セツタ

所長 鶴田  睦

午前11時になると調理も終了して、給食配送車 |よ

各学校へ出発します。事務所で|よ検食を始めますが、

食物アレルギーの除去食等がある時|よ検eの種類も
多く大変です。それ以上に調理現場で|よ、間違わな

しヽように細心の注意を|よらって調理を行い、複数で

確認してから配送コンテナに入れ込んでいます。

当市で|よ、食物アレルギーによる除去食等を行う

場合 |よ、保護者と学校、それに学校給食センター関

係者が一緒に[画l談を行い共通理解が図られてから対

応を行つています。面談の中で時々あることですが、

保護者の希望どおり対応が出来ない場合がありま

す。皆と一緒の献立を食べさせたしヽ親の切実な思い

を察すると胸が痛くなる場面がありますが、衛生的

で確実な仕事を精一杯行なつていることの理解を図

りながら実情も把握してもらうことが大事な任務だ

と思います。今後も、職員一丸となつて確実な給食

の提供に努めてまいりたいと考えてしヽます。

姶良市立西姶良小学校

給0調理員 池田 佐恵美

子どもたちと「お|よようこざしヽます」のあいさつ

を交わしながら給食室に向かいます。白衣に着替え

てから調理室に入り、手洗い、消毒、検収、下処理、

カットと 1日が始まります。

米養士のしヽなしヽ総食調理員だけの現場で対応しな

くて |よならない中、食中毒や異物混入などが決して

起きないよう、日頃から注意をしてい漱す。何事も

なく、 1日が終わることを願いながら、子どもたち
の「おいしア〕ヽつたです。こちそうさまでした。」の声

を聞いて、ホッとする毎日です。

離島で育ち、給食の経験のなかつた私が学校給食

に携わり、子どもたちの心身の成長を育む仕事がで

きることに喜びと誇りを感じています。
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「初心と感謝の気持ちを忘れず」

栄養教諭として働き始めてあつという間に2か月が過

ぎました。採用通矢[lをいただいた日から募つた不安な気

持ち|よ少しずつ解けていき、栄養教諭として僅l」ける徳日

に感謝しながら、充実しつつも慌ただしい日々を過こし

てしヽます。

Dき始めて身を持つて感じること|よ、子どもの健康を
守る役割の大きさや責任の重さ、そして栄養教諭の仕事

Iよ一人で成せるもので |よないということです。栄養教諭

や調理員 教職員の方々が一心同体となり、安全安心な
給食が子どもに提供できていることをとても実感してい

ます。周りにいる方々 |よ何も矢[らない私にいつも手を貸

して下さり、たくさん勉強させていただいています。本

枕崎市立学校給0センター (立神小学校 )

栄養教:命 市 茶 千 幸

当に感謝の気持ちでいつぱいです。

初めて給食を食べた1年生が手を握りながら「給食お

いしかつたよ。ありがとう。」と笑顔で声をかけてくれ

た感動が忘れられません。食事を通して子どもたちの健

康を守つていきたしヽと改めて感じるとともに、生きた教

材である給食を港用して子どもたち自身に食事の重要性

と楽しさを伝えられる栄養教諭になれるよう精進してい

きたしヽと思しヽます。

勉強不足でまだまだ周りの方々に支えられてばかりの

未熟な私ですが、感謝の気持ちと笑顔を忘れす、一歩す

つ成長していけるように努力していきたしヽと思います。

これからよろしくお願いいたします。

「おし1しくて、楽しし1、 栄養満点の給食を目指してJ

栄養孝文諭として鹿児島県立力8冶木養護学校への辞令を

受け、もう二ヶ月が過ぎようとしています。正直、まだ

まだ不安だらけの毎日ですが、子どもたちの笑顔と「お

いしかつた」の一言、先生方、調理員の方の励ましに支

えられ、がんばることができています。

私 |よ採用されるまで期限付きの栄養教諭として十動いて

いました。その時に研修会があり、特別支援学校での児

童生徒一人一人へのきめ細やかな給食での対応を矢[り、

とても感動しました。 4月 から実際に自
ノ
刀
｀
が勤務する立

場になり、研修会で矢[つた以上に本当にきめ細やかで、

様々な視点からの対応がされているとしヽうことを実感し

ました。

「感謝の気持ちを忘れす」

「おいしい総食いただきます !」 「こちそうさまでした I

おしヽしア〕`つたです !」 と、元気あふれるかわいい子どもた

ちに囲まれて、早2か月が過ぎました。私の至らなさを力

バーしてくださる学校の先生方や、調理員の方々に支えら

れて毎日、感謝の日々です。

不ム|よ、県外の大学を卒業後、栄養教諭になりたいとの思

いから、栄養教諭の免許取得ができる大学に編入をしまし

た。卒業後約2年間の期限付きを経験させてしヽただき、1

年間の採用試験勉強の期間を経て、今、栄養教諭として働

かせていただいています。回り道をして◆に至つたかもし

れませんが、様々な方々との出会いがあり、支えられ、楽

しく週こすことができた道のりでした。

鹿児島県立加冶木養護学校

栄養教諭 森 山 沙 代

また、給食時間に子どもたちの様子を見ていると、き

めや田やかな対応をした給食を食べることが、子どもたち

一人一人の楽しみや栄養になつてしヽるのだと強く感じま

した。

給食管理、衛生管理、食に関する指導など、まだまだ

未熟なことばかりですが、これから多くのことを学び、

焦らすに一つ一つがんばつていきたしヽです。まだ、始まつ

たlよかりですが、いつまでも謙虚な気持ちと笑顔を忘れ

ずに、周りの先生方や調理員など多くの方々と協力して、

子どもたちにおいしくて、楽しい、栄養満点の給食を作

ることのできる栄養孝女諭を目指して働き続けたいと思い

ます。

霧島市立国分南小学校

栄養教諭 飯牟糧 裕 美
私が小学校3年生の時の担任の先生が、「箸取らlよ、雨

土御世の思恵み、世の人や父母の思を忘るな」という言葉

を教えてくださしヽました。この言葉とともに、いただきま

すのあいさつをし、給食を食べていました。子どもながら

に食のありがたさ、尊さを実感することができ、◆でも私

の大切な言葉です。私の目標|よ、この言葉を初えてくださつ

た先生のように「子どもの心に響く言葉を伝えられる栄養

孝女諭になること」です。そのために|よ、周りの方々との連

携に努めるとともに、専門矢[識を深め、人としても日々成

長していきたいです。この地に立たせていただいていると

いう感謝の気持ちを忘れす、微力ながら子どもたちのため

に精一杯頑張つていこうと思います。
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平成26年度 物資委員紹介
本会で|よ、取り扱う学校給食用一般物資に

関する選定 。開発・普及等について調査 。審

議をしていただくため、県下各地区の栄養教

諭等の代表者で構成する物資委員会を設置し

ています。今年度 |よ、左記の 21名 に物資委

員を委嘱しました。

学期毎に年 3固開催する委員会で|よ、選定

対象の食材を使つた調理や試食を行い、慎重

な審議により本県学校給Qにふさわしい物資
が選定されます。選定品について|よ、本誌及

び物資紹介によりお矢□らせしますので、こ利

用くださるようお願いします。

薩摩川内市立川内学校給食センター

栄養教諭 福留 まゆみ
<合同選定会の様子>

5月 22日と23日の 2日間、九州地区学校給食用冷凍食品合同選定会と工場見学に
参力□しました。合同選定会で|よあらかじめ予備審査を経た 40種類もの商品を試0し、
味・原料配合・外観・普及性の 4項目につしヽて 5段階で評価していきました。共通選定

品決定時に各県で評価が分かれた商品もありましたが、一緒に参力□した先生方と意見交

換ができ、勉強になりました。

翌日|よ、学校給食会で「冷凍むきえび」を取り扱つている、山□県の防府市にある「太

海商事株式会社」を見学させていただきました。HACCPに 基づいた徹底した衛生省
理と、特許を取得されてしヽる「深層低流水」を使用した製造方法により、魚介独特の臭

みが驚くほど軽減されており、高品質の商品づくりに対する情熱に感動しました。

2日間の研修を通して、「安全で安心な学校給食」を提供することができるの|よ、各メー

カーの並々ならぬ努力のおかlナだと改めて痛感し、感謝するばかりです。この貴重な経

験を今後の学校給食運営に生かせるように尽力していきたいと思います。

檀 柑 奈々恵 県教育庁保健体育課
朝比奈 真理子 鹿児島市教育委員会保健体育課
渡 邊 真紀子 鹿児島市立中央学校給0センター
福 留 まゆみ 薩摩川内市立川内学校給0センター
小 幡 ‖贋 子 鹿児島県立出水養護学校
尾 堂 員由美 鹿児島市立清水小学校
福 ― カスミ 鹿児島市立八幡小学校
今 村 純 子 鹿児島市立桜島中学校

霜 出 ゆかり 指宿市立指宿学校給食センター
吉 永 史 子 南九州市立学校給0センター

上ノ町 佳 代 日置市立伊集院学校給食センター
福 田 恵 子 薩摩川内市立入来学校給食センター

坂 元 生 代 阿久根市学校給食センター

|ナ
コ 山 純 子 霧島市立国分小学校

平 田 さおり 姶良市立重富中学校
藤 原 みどり 伊佐市立学校給食センター
吉 田 三千代 曽於市立末吉小学校
西 藤 いすみ 垂水市立学校給0センター
古 元 恵 美 鹿屋市立南部学校給食センター

恒 古 文 子 南種子町立学校給食センター

藤 旧 久美子 徳之島町立学校給食センター
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食育活動の取り組み

「お 魚 教 室」
瀬戸内巴丁|よ、大島海峡オご|よさんで、加計呂麻、請島、与路島の有人 3島を含み、海・山と

すlよらししヽ自然に恵まれています。8丁の産業として|よ、さとうきびやパッションフルーツな

どの農産物や島豚などの畜産、クロマグロの養殖などの水産業も盛んです。

特に、水産業で|よ世界でも珍しいクロマグロの完全養殖やシビやかつお、しいらなどたく

さんの魚が水揚げされます。その地元産の魚を使つた「しいらの黄金焼き」や「魚のピザ焼き」

な
言
|':(藻

尋≦屋蔓a辞デ掻蜜eatまごRな目試示二る星F権戸内日」で|よ、栄養教諭が食育   給彙基象峯
~

のコーディネーターとして、各学校で「お魚教室」オご実施しています。            坂 中  律子
今回|よ、学校給0会での夏季研修会で講演していただしヽた鹿児島大学水産学部教授大富
潤先生を講師として招き、古仁屋小学校と古仁屋中学校で講演をしてしヽただきました。特に古仁屋小学校で|よ、釣

りが女子きな子どもたちが多いため、魚の名前クイズなど積極的に耳又り組み、講演の中に「仮面ライダー」が出てきて、

昆虫の体のつくりとえびの体のつくりなどの違いについて理解する

ことができました。また、大島海峡など瀬戸内日丁周辺の海域で獲れ

る魚の種類と生態についても教えていただきました。

子どもたちの半数以上が「肉よりも魚が好き」に手を挙lナ、教授

からも「こんなに魚が好きな子どもたち|よ珍しい」とほめられとて

もうれしそうでした。

今年度 |よ、加計呂麻で学校が集まつて学習する集合学習の時に、

また大富孝女授に請演をしていただく予定です。もともと魚好きな子

どもたちが多いですが、「もつともつと魚を好きになつてほしい」

こんな思いでこれからも食育に取り組んでしヽきたいと思います。

平成 26年 1月 24日、姶史市立力B治木小学校 3年生の児童
が、授業の一環で自分たちで育てた大豆を使い、豆腐作りに取

り組みました。イ呆護者や地域の方々が講師となり、豆腐作りの

一からを教授しました。途中、豆腐作りの過程でできる「おから」

や「豆乳」を味わつた子どもたち|よ 「味が薄い」「不思議な味」

といいながらも、自らの手で作つたそれらを興味深く見つめて

いました。工程が進み完成に近づくにつれ、子どもたちの表情

|よまさに真父」そのもの。最後に|よ立派な手作り豆腐ができあが

り、綺麗に整つた豆腐を崩してしまうのがもつたいないかのよ

うに、少しすつでしたが本当に美味しそうに味わつていました。

日本0文化の代表とも言える豆腐のその作り方を、教え、教
わる姿から、食文化の伝統をみることができました。
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欝 泰

「オクラつ茶ケーキ」

指宿市指宿学校給食センター

栄養教諭 霜出ゆかり

株式会社 大田ベーカリー
代表取締役社長 有村  藁人

これまでの約半世紀の間、

に至つております。

昭和4H年、鹿児島

のこの伊敷の地に工

場を建設 し、同時に

“学校給食用パンの委

託力l工場"と して指定
を受け、12年後の昭

不日53年 に |よ “学校給

食用米飯の委託力l工

場

|ナ

温暖な気候と豊かな自然に恵まれた指宿市で|よ、生産量日本―を誇るそら豆やオ

クラを|よ じめ、実えんどう、ア〕ヽぼちゃ、さつまいも・… などなど、四季を通じて、

安心 ,安全な罫菜が生産されています。このように恵まれた地元の食材を使用した

献立を提供するため、指宿学校給0センターで|よ 」Aいぶすき、南薩地域振興局と
連携して、『指宿 “句"野菜の日』を毎月 1回設定し、子どもたちに指宿の旬野菜
の魅力を舌で味わい、地域の食材に対する愛着を深めてもらう取り組みを行つてい

ます。また、食育の推進・給食指導の充実を図るため、給食便りや献立表のひとく

ちメモを活用したり、野菜の栽培方法や成長過程等を書いたプリントを配布してい

ます。

今回|よ指宿産のオクラパウダーを使用した「オクラつ茶ケーキ」を紹介します。

「オクラ独特の粘りもなくおいしかつた。」と子どもたちにもおいしく食べられてい

ます。また、抹茶も使用しているので緑色がとてもきれしヽなカップケーキです。

「半世紀に亘り、学校給食用パン・米飯の製造に関わつて」

と

当工場で製造した給

食パン・米飯を食ベ

ている家庭もあり、

「自分の子 どもが、

自社のパン・米飯を

食べている姿を想像

すると、嬉しくもあ

り、また責任を感じ

ます。」と話しています。また、食育の重要性が叫ばれる中、

う子どもたちに「安心」「安全」でおいしいパン・

ることがわれわれの “義務"と “責任"である
いるところです。

た老朽化した工場の建替えを実現することこの間、経済成長とともに国 子

たちの体格や体質も変化して

アレルギー等でパンを食べられない子 莉又ζ

養教諭の方々も大変なこ苦労されています。

年前ダ〕`らアレルギー体質対応のパンも製造

学校給食用に導入し、そのような子

いただいております。

も大変喜ん

全国的少子化の影響|よ、この鹿児島でも く、子

どもの数が減り続けており、学校総食委託力l工工場も大変厳

ししヽ状況でのパン '米飯の製造となっています。

しかしながら、工場で働く従業員の中に|よ自
ノ刀＼の子どもが

次の世代ラ乞担

米飯を提供す

あ

が

し

昨年 8月 新工場建設着工、今年1月 4日 に竣

した。新工場 |よ、全失骨平屋建て延べ床面積2700爾

つており、食尻衛生管理国際規格 (HACCP)に準拠し
特長ある設備になつております。

新工場建設を機にこれ

まで以上に「安心」「安全」

を心がけ、地域社会に貢

献できる企業を目指し、

従業員―同身を引き締め

て努力してましヽります。

<材 料>
「オクラつ茶ケーキ」

(小学校 1

薄力粉・・・・・

日見月旨岩分子し・ ・ ・ ・

ベーキングパウダー

オクラパウダー・

リロ・ ・ ・ ・ ・

水・・・・・

サラダ油・・

ア)レミカップ

15s
・38

05g
04s
04g
・8g

15g
・5g
・3g

lイ固

A

抹茶

上白糖

<作り方>
①材料Aを混ぜ合わせ、浴きほぐした卵

と水を力lえる。

最後にサラダ油を力Bえ、ざつくり混ぜ

合わせカップに注ぎノ刀＼ける。

②オーブンで焼く。(170℃ 可0ノ刀＼)

一
■
口
■

r‐r― ―  獨 司
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手成25年魔 学旗船会調翼技術講習谷

なだ万

専務取締役 調理本部長
木浦 信敏 先生

平成 26年 3月 7日 (金 )、 本会において学校給食調理技術講習会を実施しました。

本年十よ講師として、日本料理の老舗料亭である「なだ万」の専務取締役 料理本部長 総料理長の木浦信敏

先生をお迎えしました。先生 |よ鹿児島県枕崎市のこ出身で、現代の名工にも選ばれるなど日本料理界で|よ屈

指の存在です。また、鹿児島県の薩摩大使にも任命されており、ふるさと鹿児島をたいへん大切に思つてい

る方でもあります。

今回|よ、鹿児島の旬の食材をふんだんに取り入れ、「きびなこと甘夏の南蛮漬け」「春野菜酒盗クリームか

け」「春キャベツと鳥全1大焼き」「カツオ飯」「黒豚スペアリブ西京焼き」の 5品の料理をこ指導いただきました。

ノ【
「きびな(~と甘夏の南蛮漬けJ「春野菜酒盗クリームかけJ 「香キャベツと鳥釧焼き」     「カツオ飯J    「黒豚スペアリブ西京焼きJ

鹿児島を代表する食材を主原料にし、たけのこ、スナップエンドウ、絹さや、新馬鈴薯、菜の花、香キヤ

ベツ、アスパラ、かつお節、洒盗等々、早香の旬の味を使つた料理を教えていただきました。

デモンストレーションの後、木浦先生のこ指導をいただくとともに、先生の助手として、なだ万の副料理

長、金丸友徳先生も一緒に指導されるなど、とても充実した講習会となりました。

午後 |よ、これまでの貴重なこ経験や日本料理への思い、将来への思い等、先生の誠実なお人柄そのままに、

優しい□調でお話いただき、参力0者全員大変感銘をうけました。「伝統オど守るだけでなく、常に新しいものを」

「食べる人が満足する料理を」という言葉が印象

に残り、木浦先生の料理に対する熱意や思いが伝

わる講話となりました。

参カロ者から|よ、「新しいことを取り入れる大切

さ、チームワークの大切さ、食べる相手のことオご

考えてつくる大切さ、E女めて考えさせる貴重な講

話でした。」「季節を感じる献立、素材を生かした

料理、見た目もとてもきれいな料理で、勉強に

なりました。だしの取り方がよくわかりました。」

などの感想がありました。この調理技術講習会が

現場で生かされ、よりおいしい給食を作るために

役立てば幸いです。

Ｈ
”

な
だ
ガ

霧
ネ従
翌
本製

籍
衰

本
浦

侑
猿

先
生
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平成26年 2月 13日 、本会を会場に開催いたしました。出席者として、県PTA連合会役員、

県学校総食センター連絡協議会関係者、県学校栄養士協議会役員、県学校給食県産品適用推進

協議会会員、本会役員の方々に参力[していただきました。

県学校給食県産品活用推進協議会の方々から水産牛勿
。農産物・畜産物のそれぞれについての

動向や価格について説明いただき、日々変化する学校給Qの情勢に対応するための貴重な情報

交換の場となりました。また、消費税の増税による学校給食への所響を心配する声や食材の安

全対策について意見交換が行わ才lるなど有意義な交換会となりました。

本会でlよ 「学校給食の普及充実と食育の推進に関する事業」の学校におけるQ育支援の一環

として、食育指導教材 (フードモデル・ビデオ。紙芝居。α品カー ド等)の貸出を行つています。

平成25年度も、県内各学校で数多く御沼用いただきました。また、◆年度も新たに紙芝居12

冊を追力日しました。詳細について|よ、本会にお問い合わせいただくか、本会ホームページをこ

渚用ください。今後ともますますのこ適用をお待ちしております。

食に関する指導用教材

平成23～ 25年度貸出実績 (利用件数)

H24年度 H25年度H23年度

123イ牛 94イ牛 司07件紙 芝 居

98イ牛 116件ビデオ・DVD 85イ牛

44イ牛 62イ牛 53件

<フー ドモデル>
・魚 (8種類)
・さつまいも
,桜島大根
。みかん
・筍

27件食品カード 4司 件 38件

23件 16件
赤黄緑の分類シー ト

(タペストリー式)
33イ牛

20イ牛 司7件 5件
赤黄緑の分類シー ト

(机上用)

2件鹿児島県の白地図 4件 4件

Ｏ
Φ
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25年度の検査業務の実績について

す

平成25年度に実施した本会食品検査室の検査業務の実績|よ下表のとおりで

特に取扱物資の自主検査で|よ、乳及び卵のアレルギー対応食品が増えつつ

あることから、アレルギー物質検査オご取り入れ、それらのα品から乳及び卵

が検出されないかどうか確認を行うなど、検査内容の充実に努めました。

平成26年度も、取扱物資について迅速で効果的な自主検査の実施及び調理

場の衛生管理サポー トを行う一方、委託加工工場の衛生検査の強化を図るよ

う努めてまいります。 細菌検査 (本会Q品検査室)

学校給食関係者が、夏期休業中に研修を行う場として、実技を中心とした講座を実施します。

日 時 下表のとおり

公益財団法人 鹿児島県学校給食会 (調理室・検査室・会議室 )場  所

費 用  必要経費 :本会負担 (本会までの旅費 |よ各自負担 )

後 援  鹿児島具教育委員会

細菌検査
一般細菌数 大陽菌 大腸菌群 黄色ブドウ球菌
サルモネラ属 カンピロパクター 腸管出血性大腸菌 0可 57等

取扱物資の自主検査

理化学検査
栄養成分 食品添力8物 溶出スズ 酸価 過酸化物価 新鮮度
ヒスタミン アレルギー物質 (乳卵)アフラトキシン等

検体数 :1,354

項目数 :5,685

委託加工工場の衛生検査
・検査対象 :パン箱 米飯容器 トイレの水道栓 等
・検査項目 :細菌検査 (一般細菌数 大腸菌群)清 浄度検査

工場数 : 13

項目数 :398

訪間衛生検査
・検査対象 :調理器具・機材 手指・鼻腔 食器具
・検査項目 :細菌検査 (一般細菌数 大陽菌群)清浄度検査 等

調理場数: 7
項目数 :585

依頼品 (展示会持

込品)検査
検査対象 :食器具

検査項目 :洗浄度 (残留物〈でんぷん 脂肪 たんばく質〉)
依頼数 : 26

食器数 :207
衛生管理の
サポート

検査機器の貸J」 し
・貸出機器 :ミニふらん器 紫外線ランプ ルミテスター

手洗い上手・手洗しヽチェッカー 糖度計 塩分計 貸出数
: 54

衛生講話・検査実技指導 県学校給食センター連絡協議会 本会夏期講座 等 実施数 : 10

夏期講座のこ案内

番号 講座名 内容 日時 対象者 備者

1

「食に関する指導」を進める
ための教材作り講座

食に関する指導を進める上
で活用できる教材を作る

7月 28日 l月 )
(9:30-16i30)

栄養教諭等
15名

牛乳1【I空箱5イ固
|よさみ (布・紙)持参

2
魅力ある磁 十旬或のための講座
(ア レルギー対応食への取り
組みにつしれて)

・アレルギー対応食として活

用できる物資についての研
究

7月 29日卿
(9i30ヘン16:00)

栄養孝女諭等
30名

白衣、三角巾、帽子等
調理のできる服装

3 学校給食パン作り講座
給食パンについて
パン焼き実技 (基本パン、
デニッシュ、ビザ、肉まん)

8月 5日卿
(9:30～ 16:00)

栄養教諭等
15名

白衣、三角巾、帽子等
調理のできる服装

4 学校給食の衛生検査の基本
手洗しヽ指導のための検査
食育指導のための検査等

8月 6日囚
(9:30～ 16:00)

栄養教諭等
養護孝文諭
10名

食器具

(しゃもじ、椀、皿等 )、
白衣kデジカメ等を持
参

5
スチコンを使つた料理の研
究講座

スチームコンベクシヨンを
渚用して献立の幅を広lナる
ための研究 (焼物、煮物、
和物、蒸物)

8月 19日側
(9:30へ 1́6:00)

栄養孝文諭等
20名

白衣、三角巾、帽子等
調理のできる服装
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氏  名 所 属 名
永 田 葉 子 姶良市立西浦小学校 校長

鹿児島県立

楠隼中・高一貫教育校 栄養教諭西 内 恵 子

山 口 隆 雄
薩摩川内市立

川内学校給食センター 所長

J三  木寸  )手  貞Б
鹿児島県教育庁

姶良 。伊佐教育事務所 所長

高 田 肥 文 霧島市教育委員会 教育長
西之園   員 肝付町教育委員会 教育長
中 野 留美子 鹿児島県 PTA連合会 副会長

外 山 澄 子

「地産地消の仕事人J

県食育シエアアドバイザー

元霧島市立舞鶴中学校 栄養教諭

岡 本   界 元鹿児島県立甲南高等学校 教諭
坂 元 きよみ 元姶良市立漆小学校 養護教諭

【評議員】

平成26年度 学校給食会の主な行事予定

【理事】

【監事】

氏   名 所 属 名
内 田 雄二郎 鹿児島市立福平小学校 校長

小 松 信 明
元鹿児島市立鹿児島商業高等学校

校長

氏   名 所 属 名
上 村   巧 霧島市立横川中学校 校長

小 島 照 美 南さ
つま市立加世田

学校給食センター 栄養教諭
矢 野 浩一郎 出水市学校給食センター 所長
鹿 含   貢 鹿児島県教育庁保健体育課 課長
宮 下 昭 廣 鹿屋市教育委員会 教育長
岸 尾   隆 鹿妃島県市長会 事務局長
川 原 慎 一 鹿児島県 PTA連合会 会長
大 平 和 男 公益財団法人鹿児島県学校給食会
羽 生 義 隆 公益財団法人鹿児島県学校給食会

西   正 義 公益剛団法人鹿児島県学校給食会

月 日 行事及び開催場所

23 食のふるさと探検隊 (垂水市)

25 学校給食用物資展示会 (本会)

28
「食に関する指導」を進めるための
教材作り講座 (本会)

7

29 魅力ある献立作成のための講座 (本会)

5 学校給食パン作り講座 (本会)

学校給食の衛生検査の基本請座 (本会)6

司9 スチコンを使つた料理の研究講座 (本会)

8

22 親子お魚教室 (肝付町)

10 中旬 第 1回学校給食情報交換会

上旬 学校給食用パン品質審査会 (本会)

中匂 第 2回物資委員会 (本会)1刊

下旬 (諺定) 学校給食調理技術請習会 (本会)

司2 中旬
平成 27年度第 1学期分
学校給食用冷凍食品合同選定会 (本会)

中旬 第 2固学校給食情報交換会 (本会)
2

下旬 第 3回物資委員会 (本会)

3 中旬 定例理事会 ,臨時評議員会 (本会)

学校給食関係者の皆様の

こ来場を

お待ちしております。

期日/平成26年 7月 25日 (金)

時間/10:30～ 15:00

会場/公益財団法人 鹿児島県学校給食会

学校給食用物資展示会のこ案内
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平成26年度2学期分九州地区共通選定品のこ紹介
レンコン入り平つくねさんまかぼすレモン煮   ホキ天玉揚Iザ (青さ入)    (テ リヤキソース)

新鮮なさんまをかぼすとレモンの特製タレ
で仕上げました。さわやかな風味のおいしい
煮付けです。高圧処理をしておりますので、
骨まで軟らかく食べていただけます。

〔規   格】50s ※40gもあります
〔アレルギー】」ヽ麦 大豆

三ューツーラント屋の守度の良いホキを使用しています。原
ドを全解演せす半解凍(-3～ 5())で研r」身にし衣をつけてい
ますので、ワシフB―ズンに近い品質で裂造しています。衣に
は天玉を砕しlた吻を使用してサクサクとした占こたえのある食
感をだしてδり、青さ海吾の目味が食欲をそそる商品です。
〔規   格】40s
【アレルギー】」ヽ麦 大豆

エビ、国産のすり身、国産たまねぎを使用
した甘味たつぷりのジャンボエビしゅうまい

です。トレーこと蒸し調理が可能です。

〔規     格】30g× 20個
〔アレルギー】」ヽ麦 えび 豚肉 大豆

国内産(鹿児島県、宮崎呉)の鶏肉に「国内
産レンコンJを配合した平つくねです。テリ
ヤキソースで味付けしたボイル調理対応の商
品です。

【規     格】25g× 30個
【アレルギー】鶏肉 小麦 大豆

健康食品として注目されている緑黄色野菜
の国産かぼちゃをベースにした、クリーム入
りのムースです。秋の人ロウィンや冬至の行
事にあわせてこ使用下さい。

【規  格】50g
【アレルギー】乳

トマトオムレツ ジャンボエビしゅうまい30g かぼちゃムース

鹿児島員産の需卵を使用しています。具材には国産の「豚売〕
「玉ねざ」「にんじんJを、「トマト」よイタリア南部の完討した
ものを使用しています。赤ワインを使うことで、より本格的な
トマトソースに仕上げましたO鉄分を強化しました。
【規   格】508
【アレルギー】卵 大豆 豚肉 ゼラチン

小麦 鶏肉

ラ・フランスゼリー

甘味、香りに大変優れた山形県産のラ フ
ランスのピューレ (110/O)と 果汁 (375%)
を使用したゼリーです。鉄、ビタミンCを強
化しました。

〔規   格】
【アレルギー】 こ

８

ん

４０

り

新規採用紹介

総務課 主事  川路 龍世
3月に鹿児島大学大学院を修了し、本年 4月より新規採用職員として

優かいてし1ます。
これまでは学校総食に関する知識もほとんどなく、これから多くのこ

とを学んでいくこととなりますが、子どもたちに安全でおいしい総食が

届くことを願いなが七)日々の業務に尽力していきたいと思います。

業務課 主事  川路 真理
本年度4月に本会の新規採用職員となりました。以前は栄養教諭と

して学校等に勤務していたため、業務の違いにまだまだ戸惑うことも

ありますが、日々様々な事を学びながら勤務しております。
「安心 安全な学校総食」を微力ながらも支えられるよう努力して
まいりたいと思います。よろしくお願いいたします。
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鹿児島純心短期大学
生活学科 食物栄養専攻の
みなさん

さつま町保健会の

みなさん

本会訪問者のこ紹介




